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令和６年度当初予算案の概要 

Ⅰ 予算総括 

昨年５月に、私たちの生活様式に大きな変化をもたらした、新型コロナウイ

ルス感染症は、感染症法上の位置づけを「２類相当」から「５類」に引き下げ

られました。それに伴って、現在は、社会経済活動の正常化が進みつつありま

す。そのような明るい兆しが見られた矢先に、世界的な物価高騰が起こってお

り、我が国においても賃金上昇が図られているものの、実質賃金は減少するな

ど、市民生活に大きな影響を与えています。 

こうした社会経済状況が大きく変化し、不透明さが増した経済状況にあって

も、時代や社会の変化に柔軟に対応し、多様化する行政需要に着実に対応して

いく必要があり、「夢と希望を未来へつなぐまちづくり」の推進に向け、当市の

発展や市民福祉の向上を図るために必要な施策をスピード感を持って展開して

いかなければなりません。 

そのため、当初予算の編成にあたりましては、第六次総合計画を基本とし、

新しい時代を見据え、以下に掲げる５つの分野へ限られた財源を重点的に配分

することとし、必要な措置を講じたところです。 

１ 安心安全で利便性の高いまちづくりの推進 

主要事業一覧：№1.4.5.7.19.20.22.24.29 

２ こどもが輝き、安心して子育てができるまちづくりの推進 

主要事業一覧：№9.10.11.13.14.17.25.26.27.28 

３ 誰もが健康でいきいきと暮らせるまちづくりの推進 

主要事業一覧：№15.16 

４ にぎわいや活力に満ちあふれる元気なまちづくりの推進 

主要事業一覧：№3.12.18. 

５ 新たな時代に向けたまちづくりの推進 

主要事業一覧：№2.6.8.21.23.30 

 

Ⅱ 予算規模 

１ 一般会計 

２８２億７，６００万円 （前年度比 18 億 1,400 万円 6.9％増） 

２６４億６，２００万円 （令和５年度） 
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市の総合的な施策の推進にかかる一般会計につきましては、道の駅整備

事業、いずみの学園整備事業及び児童手当支給対象の拡大などの増加によ

り、前年度比１８億１，４００万円（６．９％）増の２８２億７，６００

万円となりました。 

２ 特別会計（国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療の３特別会計合計） 

１５３億６，２００万円 （前年度比 2 億 5,700 万円  1.7％増） 

１５１億  ５００万円 （令和５年度） 

特別会計の合計額は、介護保険特別会計などの増加により、前年度比 

２億５，７００万円（１．７％）増の１５１億５００万円となりました。 

※会計別の予算規模はＰ４を参照してください。 
３ 公共下水道事業会計 

１６億５，５２３万９千円 （前年度比 6,940 万円 4.4％増） 

１５億８，５８３万９千円 （令和５年度） 

ストックマネジメント計画などの増加により、前年度比６，９４０万円

（４．４％）増の１６億５，５２３万９千円となりました。 

 
Ⅲ 一般会計当初予算案の概要 

１ 歳入の状況 

【市 税】 

歳入の根幹である市税につきましては、令和５年度の決算見込額や経済

動向などを参考に、前年度比１．１％減の１０６億８，７９９万円を計上

しました。 

（参考）市税当初予算額の推移 (単位：百万円，％)

年　度
令　和
2年度

令　和
3年度

令　和
4年度

令　和
5年度

令　和
6年度

市税当初予算額 10,360 10,021 10,336 10,804 10,688

増減率 0.3 △3.3 3.1 4.5 △1.1
  

【地方譲与税・県税交付金】 

地方譲与税や県税交付金につきましては、地方財政計画などを参考にそ

れぞれ計上しました。 

【地方交付税】 

地方交付税につきましては、令和５年度の算定額や地方財政計画などを参
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考に前年度比１４．８％増の３６億５，０００万円を計上しました。 

【国庫支出金】 

国庫支出金につきましては、児童手当負担金などの増加により前年度比

９.６％増の４３億３，１３０万９千円を計上しました。 

【県支出金】 

県支出金につきましては、乳幼児医療費支給事業補助金などの増加によ

り前年度比４.２％増の１８億８，８９０万８千円を計上しました。 

【繰入金】 

繰入金につきましては、減債基金繰入金を計上するなどにより前年度比

１．９％増の９億８，２３７万円を計上しました。 

（参考) 基金状況  （単位：千円）

年　度
令和５年度末
残 高 見 込

令和６年度
繰 入 額

財政調整基金 994,080 881,818

減債基金 794,487 59,000
 

【市 債】 

市債につきましては、商工債（道の駅整備事業）などの増加により前年

度比３３．７％増の３１億２，３１０万円を計上しました。 

地方交付税の代替であります臨時財政対策債は、地方財政計画を参考に

前年度比６１.９％減の８，０００万円を計上しました。また、普通建設事

業に充当しますその他の市債につきましては、後年度の財政負担に留意し

ながら、見込み得る額をそれぞれ計上しました。 

（参考）市債年度末残高の推移 (単位：百万円)

年　度 令和2年度 令和3年度 令和4年度
令和5年度
見　　込

令和6年度
見　　込

市債総額 25,806 25,717 24,702 24,340 25,030

 うち臨時財政対策債 12,725 13,150 12,450 11,524 10,509

 うち通常債 11,060 10,665 10,469 11,152 12,975

 うち庁舎建設事業債 2,021 1,902 1,783 1,664 1,546

２ 歳出の状況 

令和６年度当初予算案主要事業一覧（Ｐ７～Ｐ８）による。 



令和６年度桶川市当初予算案会計別総括表

（単位：千円，％）

予算額 構成比 予算額 構成比 増減額 増減率

28,276,000 62.4 26,462,000 61.3 1,814,000 6.9

国民健康保険特別会計 7,112,000 15.7 7,295,000 16.9 △183,000 △2.5

介護保険特別会計 6,852,000 15.1 6,468,000 15.0 384,000 5.9

後期高齢者医療特別会計 1,398,000 3.1 1,342,000 3.1 56,000 4.2

1,655,239 3.7 1,585,839 3.7 69,400 4.4

45,293,239 100.0 43,152,839 100.0 2,140,400 5.0

※ 公共下水道事業会計については「予算額=総費用-減価償却費+資本的支出」として
いる。

比較増減

合　　　　　計

一 般 会 計

会　計　／　区　分
令和6年度 令和5年度

公共下水道事業会計

特
 
　
別
 
　
会
 
　
計

-4-



令和６年度桶川市一般会計当初予算案

1．歳入款別 （単位：千円，％）

予算額 構成比 予算額 構成比 増減額 増減率

1 市税 10,687,990 37.8 10,803,859 40.8 △115,869 △1.1

2 地方譲与税 185,000 0.7 163,000 0.6 22,000 13.5

3 利子割交付金 2,000 0.0 2,000 0.0 0 0.0

4 配当割交付金 64,000 0.2 54,000 0.2 10,000 18.5

5 株式等譲渡所得割交付金 76,000 0.3 31,000 0.1 45,000 145.2

6 法人事業税交付金 110,000 0.4 83,000 0.3 27,000 32.5

7 地方消費税交付金 1,680,000 5.9 1,700,000 6.4 △20,000 △1.2

8 環境性能割交付金 30,000 0.1 18,000 0.1 12,000 66.7

9 地方特例交付金 81,000 0.3 87,000 0.3 △6,000 △6.9

10 地方交付税 3,650,000 12.9 3,180,000 12.0 470,000 14.8

11 交通安全対策特別交付金 9,413 0.0 10,106 0.0 △693 △6.9

12 分担金及び負担金 143,234 0.5 145,128 0.6 △1,894 △1.3

13 使用料及び手数料 251,500 0.9 253,328 1.0 △1,828 △0.7

14 国庫支出金 4,331,309 15.3 3,950,430 14.9 380,879 9.6

15 県支出金 1,888,908 6.7 1,813,212 6.9 75,696 4.2

16 財産収入 36,191 0.1 36,230 0.1 △39 △0.1

17 寄附金 74,836 0.3 70,778 0.3 4,058 5.7

18 繰入金 982,370 3.5 964,278 3.7 18,092 1.9

19 繰越金 150,000 0.5 150,000 0.6 0 0.0

20 諸収入 719,149 2.6 611,051 2.3 108,098 17.7

21 市債 3,123,100 11.0 2,335,600 8.8 787,500 33.7

28,276,000 100.0 26,462,000 100.0 1,814,000 6.9

比較増減令和5年度令和6年度

合　　　計

款　／　区　分

市税

10,687,990

37.8%

国庫支出金

4,331,309

15.3%

地方交付税

3,650,000

12.9%

市債

3,123,100

11.0%

県支出金

1,888,908

6.9%

その他

4,594,693

6.4%
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令和６年度桶川市一般会計当初予算案

2．歳出款別 （単位：千円，％）

予算額 構成比 予算額 構成比 増減額 増減率

1 議会費 223,298 0.8 225,293 0.8 △1,995 △0.9

2 総務費 2,841,253 10.0 2,891,488 10.9 △50,235 △1.7

3 民生費 12,515,844 44.3 11,467,334 43.3 1,048,510 9.1

4 衛生費 2,231,443 7.9 2,132,055 8.1 99,388 4.7

5 労働費 70,461 0.3 70,205 0.3 256 0.4

6 農林水産業費 84,705 0.3 79,275 0.3 5,430 6.8

7 商工費 1,377,841 4.9 215,570 0.8 1,162,271 539.2

8 土木費 2,360,263 8.3 2,303,582 8.7 56,681 2.5

9 消防費 1,059,293 3.7 1,026,531 3.9 32,762 3.2

10 教育費 2,915,112 10.3 3,375,162 12.8 △460,050 △13.6

11 災害復旧費 2 0.0 2 0.0 0 0.0

12 公債費 2,566,484 9.1 2,645,502 10.0 △79,018 △3.0

13 諸支出金 1 0.0 1 0.0 0 0.0

14 予備費 30,000 0.1 30,000 0.1 0 0.0

28,276,000 100.0 26,462,000 100.0 1,814,000 6.9合　　　計

款　／　区　分
令和6年度 令和5年度 比較増減

民生費

12,515,844

44.3%

教育費

2,915,112

10.3%

総務費

2,841,253

10.0%

公債費

2,566,484

9.1%

土木費

2,360,263

8.3%

衛生費

2,231,443

7.9%

その他

2,845,601

10.1%
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 令和６年度当初予算案主要事業一覧
（単位：千円）

秘書室

1 新規 広報全戸配布事業 3,035 秘書広報課 9

企画財政部

2 新規 日出谷地区公共施設等整備事業 9,083 企画調整課 10

環境経済部

3 継続 道の駅推進事業 1,204,997 道の駅整備課 11

4 新規 防犯カメラ設置事業 2,640 安心安全課 12

5 新規 自転車用ヘルメット購入補助事業 1,000 安心安全課 13

6 継続 環境基本計画策定事業 5,869 環境対策推進課 14

7 新規 自転車駐車場改修事業 2,800 安心安全課 15

8 継続 脱炭素推進事業 389,314 環境対策推進課 16

福祉部

9 拡大
保育所等保育料軽減事業（第２子保育
料軽減の拡充）

14,527 保育課 17

10 新規
放課後児童クラブ昼食配食サービス導
入事業

2,684 保育課 18

11 継続 いずみの学園整備事業 352,766
児童発達支援セン
ターいずみの学園

19

12 拡大
手話通訳者養成事業（養成講座の拡
充）

1,893 障害福祉課 20

13 新規 こども計画策定事業 4,007 子ども未来課 21

14 継続 鴨川保育所大規模改修事業 165,229 保育課 22

ページ№ 区分 事　　　　業　　　　名 予算額 担当課

－7－



 令和６年度当初予算案主要事業一覧
（単位：千円）

ページ№ 区分 事　　　　業　　　　名 予算額 担当課

健康推進部

15 新規 がん患者ウィッグ等購入費助成事業 300 健康増進課 23

16 新規 介護入門的研修事業 822 高齢介護課 24

17 拡大
妊婦・乳児等健康診査事業（1か月児健
康診査の追加）

46,474 健康増進課 25

都市整備部

18 継続 駅西口公園リニューアル事業 58,960 市街地整備課 26

19 継続 駅西口トイレ整備事業 105,000 道路河川課 27

20 新規 目沢排水路調節池整備事業 28,000 道路河川課 28

21 継続 駅東口整備事業 50,215 駅東口整備推進課 29

22 継続 愛宕東線整備事業 134,716 市街地整備課 30

23 継続
都市計画マスタープラン・立地適正化
計画策定事業

25,740 都市計画課 31

24 継続 河川浚渫推進事業 263,000 道路河川課 32

教　育　部

25 継続 体育館空調設備整備事業 333,358 教育総務課 33

26 新規 部活動地域移行検討協議会設置事業 161 学校支援課 34

27 拡大 適応指導事業（駅東側での対応） 4,166 学校支援課 35

28 新規 食育・地産地消推進事業 ― 教育総務課 36

29 新規
桶川サン・アリーナ（サブアリーナ）
暑さ対策事業

4,099
生涯学習・ス
ポーツ推進課

37

30 継続
川田谷生涯学習センター等外構整備事
業

159,020
文化財課

(歴史民俗資料館)
38

しゅんせつ

－8－
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令和６年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№１ 広報全戸配布事業 新規 

予算額 ３，０３５千円 

事業の背景 

・目的 

 

現在、広報誌については、自治会を通じ主に自治会加入世帯

に配布を行うとともに、市内公共施設をはじめ、駅や郵便局、

スーパー（移動スーパー含む）、コンビニなどに広報誌を設置

している。令和６年度から、より確実に全市民へ情報を届ける

ため、ポスティングにより市内各世帯に広報誌を配布する。 

 

 

 

事業の概要 

 

令和７年１月（広報おけがわ２月号）から、ポスティングに

よる広報誌の市内全戸配布を実施する。 

  

【主な内容】 

 〇広報等配布業務委託 ３，０３５千円 

問
合
せ
先 

担 当 課 秘書室 秘書広報課 

課 長 名 松崎 洋孝 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線１５１０ 
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令和６年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№2 日出谷地区公共施設等整備事業 新規 

予算額 ９，０８３千円 

事業の背景 

・目的 

 

 第六次総合計画における日出谷地区のコミュニティ拠点に

おいて、地域の交流や生涯学習、子育て支援機能の導入など、

地域のニーズに即した公共施設等を整備する。 

事業の概要 

 

 日出谷地区のコミュニティ拠点における公共施設等の整備

に向け、施設計画の概略検討や民間企業の進出意欲調査など事

業スキームの全体像を整理することを目的に基礎調査を実施

する。 

 

【主な内容】 

 〇基礎調査委託        ９，０８３千円 

問
合
せ
先 

担 当 課 企画財政部 企画調整課 

課 長 名 向井 一哲 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線１６１０ 
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令和６年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№3 道の駅推進事業 継続 

予算額 １，２０４，９９７千円 

事業の背景 

・目的 

 

当市は首都圏のほぼ中央に位置しており、圏央道や上尾道路

が開通したことから、主要な広域交通網の結節点となってい

る。 

このような交通利便性を活かし、道路利用者の利便性の向上

と安全で快適な道路交通環境の形成に寄与するとともに、地域

の魅力発信、産業の振興、災害時の防災拠点機能を目的とする

施設を、道路管理者（国）との一体型による道の駅として整備

する。 

 

事業の概要 

 

令和５年度から行っている建設業務を引き続き進めるとと

もに、令和７年３月開業に向け開業準備業務を実施する。 

 

【主な内容】 

○施設整備費（建設・工事監理・開業準備） 

 １，２０４，７５０千円 

○その他経費 ２４７千円 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 環境経済部 道の駅整備課 

課 長 名 山田 知広 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線２２３０ 
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令和６年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№4 防犯カメラ設置事業 新規 

予算額 ２，６４０千円 

事業の背景 

・目的 

 

警察と連携・協議し、防犯カメラを設置することにより、

防犯対策及び犯罪抑止効果を高め、第六次総合計画基本構想

における「安心して暮らし続けられる 桶川」の実現を目指

す。 

 

 

 

 

 

 

事業の概要 

 

 防犯対策及び犯罪抑止効果を高めるため、桶川駅東口付近及

び西口付近に防犯カメラを設置する。 

 

【主な内容】 

〇防犯カメラ設置工事 ２，６４０千円 

 

 

 

 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 環境経済部 安心安全課 

課 長 名 千代 篤 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線２１７０ 
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令和６年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№5 自転車用ヘルメット購入補助事業 新規 

予算額 １，０００千円 

事業の背景 

・目的 

 

道路交通法一部改正に伴い、令和５年４月から自転車乗用時

のヘルメット着用が努力義務化された。 

しかし、埼玉県内の市町村におけるヘルメット着用率は全国

平均よりも低く、本市においても普及しているとは言い難い状

況にある。 

そのため、購入費の一部補助を行うことにより、交通事故時

の被害の軽減及び、自転車乗用中のヘルメット着用の普及啓発

を図る。 

 

 

事業の概要 

 

 自転車乗用時のヘルメット着用を促進するため、ヘルメット

購入費を補助する。 

 

【主な内容】 

 〇自転車用ヘルメット購入費補助金 １，０００千円 

  補助対象経費：自転車用ヘルメット購入費 

補  助  率：補助対象経費の１/２（限度額２千円） 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 環境経済部 安心安全課 

課 長 名 千代 篤 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線２１７０ 
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令和６年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№6 環境基本計画策定事業 継続 

予算額 ５，８６９千円 

事業の背景 

・目的 

 

当市では、地方自治体における環境行政のマスタープランで

ある環境基本計画を平成２４年に策定した。 

第六次総合計画基本構想における「環境にやさしくみどりと

調和した 桶川」の実現に向け、再生可能エネルギーの導入や

ごみの減量・再資源化、公園のみどりや水辺の保全と活用を図

り、人と自然にやさしく、みどり豊かで快適なまちづくりを推

進する。 

事業の概要 

 

 地球温暖化対策や資源循環型社会の構築、快適で衛生的な地

域環境や緑の空間の創出、憩いの自然空間の保全と活用を計画

的に実施するために、「桶川市環境基本計画」を策定する。 

 

【主な内容】 

 〇環境基本計画策定協議会委員謝礼 ２１５千円 

 〇環境基本計画策定委託    ５，６５４千円 

  ・契約日：令和５年６月２９日 

（令和５年度債務負担行為による） 

・契約期間：令和５年６月２９日～令和７年３月１４日 

  

  

問
合
せ
先 

担 当 課 環境経済部 環境対策推進課 

課 長 名 矢代 雅之 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線２１５０ 
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令和６年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№7 自転車駐車場改修事業 新規 

予算額 ２，８００千円 

事業の背景 

・目的 

 

桶川駅西口第１自転車駐車場は、昭和６１年４月の設置から

３８年が経過し、施設の老朽化が進んでいることから、改修を

行うことにより、駐車可能台数を増やすなど利用者の利便性の

向上を図る。 

事業の概要 

 

令和６年度は桶川駅西口第１自転車駐車場改修工事の設計

委託を行う。 

 

【主な内容】 

 〇設計委託 ２，８００千円 

 

 

 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 環境経済部 安心安全課 

課 長 名 千代 篤 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線２１７０ 
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令和６年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№8 脱炭素推進事業 継続 

予算額 ３８９，３１４千円 

事業の背景 

・目的 

 

当市では、脱炭素社会の実現に向けて、限られたみどりを守

り、将来の桶川を安心・安全に暮らし続けることができるまち

として未来の子どもたちに引き継いでいくため、令和３年１０

月にゼロカーボンシティ宣言を表明した。２０５０年二酸化炭

素排出量実質ゼロの実現に向けて、地球温暖化対策の推進や資

源循環型社会の構築を目指す。 

 

事業の概要 

 

 環境負荷の低減やごみの減量・再資源化に向けた取り組みを

実施する。 

 

【主な内容】 

 〇再生可能エネルギー等の普及促進 

 ・住宅用新・省エネルギー機器設置費補助金６，０００千円 

 ・公共施設(道路照明灯など)のＬＥＤ化 ４９，１３５千円 

 ・太陽光発電設備の設置（いずみの学園） ８，３４６千円 

 〇ごみの減量・再資源化 

 ・剪定枝等のチップ化         １２，４９９千円 

 ・生ごみ処理容器購入費補助金        ５６０千円 

 ・家庭用生ごみ水切り器の配布        ４４０千円 

 ・ごみ減量化対策推進協議会の開催      １４１千円 

 ・プラスチックなどごみの再資源化  ３１２，１９３千円 

問
合
せ
先 

担 当 課 環境経済部 環境対策推進課 

課 長 名 矢代 雅之 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線２１５０ 
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令和６年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№9 保育所等保育料軽減事業 拡大 

予算額 １４，５２７千円 

事業の背景 

・目的 

 国の保育料軽減制度においては、第１子の就学に伴い、第２

子軽減を受けていた園児の保育料について軽減措置がなくな

ることから、子育て世帯を支援するため、市独自の支援策とし

て、軽減措置を拡充する。 

 

事業の概要 

市独自の子育て支援策として、第１子の年齢に関わらず、全

ての第２子の保育料について、半額に軽減する。 

 

【主な内容】 

 〇保育料の減額（歳入）        １０，８４３千円 

全ての第２子にかかる保育料の半額軽減の実施に伴う歳

入の減額（公立保育所、私立保育所に通園する児童） 

 

〇保育料収入減額分に対する施設給付費の増額（歳出） 

                     ３，６８４千円 

保育料の半額軽減の実施に伴い、保育料収入が減少する施

設に対し、減額を補うため給付する（認定こども園、地域

型保育施設に通園する児童） 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 福祉部 保育課 

課 長 名 植木 明伸 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線２５１０ 

 



-18- 

令和６年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№10 放課後児童クラブ昼食配食サービス導入事業 新規 

予算額 ２，６８４千円 

事業の背景 

・目的 

放課後児童クラブにおける長期休業中の昼食の配食サービ

スについて、利用者からのニーズを踏まえて導入することによ

り、働く保護者の負担軽減を図る。 

事業の概要 

夏休み等の１日開室時に昼食の配食サービスを全ての公営

クラブで導入するため、職員配置し、お昼の発注等を行う。 

 

【主な内容】 

事業実施するための職員配置 ２，６８４千円 

問
合
せ
先 

担 当 課 福祉部 保育課 

課 長 名 植木 明伸 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線２５１０ 

 



-19- 

令和６年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№11 いずみの学園整備事業 継続 

予算額 ３５２，７６６千円 

事業の背景 

・目的 

昭和５０年に開園し建築から４９年経過する、いずみの学園

（川田谷地内）について、老朽化対策と併せ、近年多発する災

害への対策を図るため、水害危険度の低い場所（上日出谷南地

内）への移転整備を行う。 

 

事業の概要 

令和５年度から２か年の継続事業として整備工事を実施し、 

令和７年１月から新施設において開園予定。 

 

【主な内容】 

 ○総事業費（継続費）       ４４３，０００千円 

 ・整備工事費          ４３７，０００千円 

        令和５年度    １１２，０００千円 

        令和６年度    ３２５，０００千円 

 ・工事監理委託（令和６年度）    ６，０００千円 

 ○その他経費 

 ・引越委託等            ２，７６６千円 

 ・備品購入費           １９，０００千円 

 

【いずみの学園新施設（予定）の概要】 

 ・開 園：令和７年１月 

 ・工事場所：上日出谷南１－３８－５、６ 

 ・延床面積：６０５．８２㎡ 

 ・構 造：木造一部鉄骨造平屋建て 

問
合
せ
先 

担 当 課 福祉部 児童発達支援センターいずみの学園 

課 長 名 日野 弘之 

電  話 ０４８（７８６）２３０６ 
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令和６年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№12 手話通訳者養成事業（養成講座の拡充） 拡大 

予算額 １，８９３千円 

事業の背景 

・目的 

 

市の登録手話通訳者認定試験については、埼玉県が実施し

ている「手話通訳者養成講座」を修了すること等を要件とし

ている。今回、市が実施している通訳者の養成講座を拡大の

上、今後、講座受講修了者を認定試験の要件に追加すること

により、登録手話通訳者の増員を図る。 

 

事業の概要 

 

 市の「手話奉仕員養成講座（全45回）」受講修了者を対象と

して実施している「県の手話通訳者養成講座の事前学習を目的

とした講座（全11回）」について、2年間で全60回の養成講座へ

と拡大して実施する。 

 

【主な内容】 

〇手話通訳者養成事業委託  １，８９３千円 

内 訳：講師謝礼等    １，３５２千円 

人件費等       ５４１千円 

  委託先：社会福祉協議会 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 福祉部 障害福祉課 

課 長 名 加納 秀一 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線２４３０ 
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令和６年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№13 こども計画策定事業 新規 

予算額 ４，００７千円 

事業の背景 

・目的 

 

本市では、子ども・子育て支援法に基づき、現在、「第二期

桶川市子ども・子育て支援事業計画（令和２年度～令和６年

度）」を策定し、多様化する市民の生活実態に配慮しながら、

切れ目のない子育て支援を実現するため、様々な事業に取り組

んでいる。 

本計画が令和６年度末までとなることから、国から示された

「こども大綱」を勘案し、これまでの「子ども・子育て支援事

業計画」に代わり、新たに「こども計画（令和７年度～令和１

１年度）」を策定する。 

 

事業の概要 

 

 本市の「こども計画」は、「子ども・子育て支援事業計画」、

「子どもの貧困対策計画」、「子ども・若者計画」、「次世代育成

支援行動計画」等を一体のものとして作成することで、こども・

若者の権利と成長を図るための施策をまとめる。 

 

【主な内容】 

 〇こども計画策定委託  ３，８００千円 

  ・計画策定支援等 

 〇印刷製本費        ２０７千円 

   

 

問
合
せ
先 

担 当 課 福祉部 子ども未来課 

課 長 名 小島 輝夫 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線２４９０ 
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令和６年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№14 鴨川保育所大規模改修事業 継続 

予算額 １６５，２２９千円 

事業の背景 

・目的 

 開園から４０年以上経過し、老朽化している鴨川保育所につ

いて、大規模改修を行うことにより、より良い保育環境を整え

る。 

 

事業の概要 

令和６年度から２か年の継続事業として、改修工事を実施す

る。あわせて、仮設保育所を借り上げ、利用児童の保育を継続

する。 

【主な内容】 

〇改修工事 ： ９３，０００千円 

〇仮設保育所借上料 ： ７０，７７９千円 

〇その他 

 

： １，４５０千円 

（引越し・電話移設等） 

 

【鴨川保育所の概要】 

開 所 ： 昭和５７年４月 

所 在 地 ： 桶川市下日出谷東１－３－４ 

延床面積 ： 約６８０㎡ 

構 造 ： 鉄骨平屋建て 
 

問
合
せ
先 

担 当 課 福祉部 保育課 

課 長 名 植木 明伸 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線２５１０ 
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令和６年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№15 がん患者ウィッグ等購入費助成事業 新規 

予算額 ３００千円 

事業の背景 

・目的 

 

がん医療の進歩によって治療を継続しながら社会生活を送

るがん患者が増加している。がんの治療と学業や仕事の両立を

可能とし、治療後も同様の生活を維持する上で、治療に伴う外

見変化に対するケア（アピアランスケア）が重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

事業の概要 

 

 がん患者の方の心理的・経済的な負担の軽減を図り、安心し

て社会参加を継続できるよう、外見の変化を補うウィッグ等の

購入に要する費用の一部を助成する。 

 

 【主な内容】 

 〇がん患者ウィッグ等購入費助成金  ３００千円 

  （１人当たり上限１万円） 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 健康推進部 健康増進課 

課 長 名 池田 えり子 

電  話 ０４８（７８６）１８５５ 
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令和６年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№16 介護入門的研修事業 新規 

予算額 ８２２千円 

事業の背景 

・目的 

 

将来的な介護人材不足に備え、介護人材育成のすそ野を広

げ、介護サービスを身近な地域の人材で行える仕組みが必要と

なっている。 

介護に関心を持つ介護未経験者に対して、介護の業務に携わ

る上での不安を払拭するため、基本的な知識を研修することに

より、介護分野への参入を促進する。 

また、地域の介護事業所等とのマッチングもあわせて実施す

ることにより更なる支援を図る。 

 

事業の概要 

 

 介護未経験者が介護に関する基本的な知識を身に付けると

ともに、介護の業務に携わる上で知っておくべき基本的な技術

を学ぶことができるよう研修等を実施する。 

 

【主な内容】 

〇 介護入門的研修業務委託 ８２２千円 

１ 入門的研修の内容 

    介護に関する基本的な知識等 全２１時間 

２ マッチングの内容 

    職場体験、地域の介護事業所とのマッチング 

問
合
せ
先 

担 当 課 健康推進部 高齢介護課 

課 長 名 梅津 克広 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線２４５０ 
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令和６年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№17 
妊婦・乳児等健康診査事業（1か月児健康診

査の追加） 
拡大 

予算額 ４６，４７４千円 

事業の背景 

・目的 

 

本市では、４か月児、１歳６か月児、３歳３か月児に対する

健康診査及び７か月児・１０か月児の乳児相談を実施してい

る。 

乳幼児への切れ目のない支援を提供するため、新たに１か月

児健康診査を追加し実施する。 

 

 

 

 

事業の概要 

 

 生後１か月児に対して健康診査を行い、疾病及び異常を早期

に発見し、適切な指導を行うことで、その進行を未然に防止す

るとともに、養育環境の確認や育児に関する助言を行う。 

 

 【主な内容】 

 〇１か月児健康診査事業   １，６８０千円 

 （医療機関に委託して行う個別健康診査１人当たり４千円） 

 〇その他健康診査事業   ４４，７９４千円 

 （妊婦健康診査、新生児聴覚検査など） 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 健康推進部 健康増進課 

課 長 名 池田 えり子 

電  話 ０４８（７８６）１８５５ 

 



-26- 

令和６年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№18 駅西口公園リニューアル事業 継続 

予算額 ５８，９６０千円 

事業の背景 

・目的 

 

昭和６１年に開園し３８年経過する駅西口公園の水施設に

ついて、公園利用者などから寄せられた意見や要望を基に令和

５年度から令和６年度までの２か年でリニューアルする。 

 

 

 

 

 

 

 

事業の概要 

 令和６年度は、既存の水施設の一部に新たに噴水を設け、滝

施設と併せて水と触れ合える施設にリニューアルするための

改修工事を実施する。 

 

【主な内容】 

 〇駅西口公園整備工事  ５８，９６０千円 

 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 都市整備部 市街地整備課 

課 長 名 瀧本 哲 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線２７９０ 
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令和６年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№19 駅西口トイレ整備事業 継続 

予算額 １０５，０００千円 

事業の背景 

・目的 

 

駅西口トイレは、昭和５９年の整備完了から３９年が経過

し、施設の老朽化が進んでいることから、施設の整備を実施し、

利用者の利便性の向上を図る。 

【駅西口トイレの概要】 

・設  置：昭和５９年１１月 

・所 在 地：若宮１－９０－３ 

・延床面積：２２．３４㎡ 

・構  造：鉄骨平屋建て 

 

 

事業の概要 

 

 令和６年度は令和５年度に実施した設計に基づき、トイレの

新築及び既存トイレの解体工事を実施する。 

 

【主な内容】 

 〇整備工事   １０１，４００千円 

 〇監理委託     １，９００千円 

 〇上水道分担金   １，７００千円 

 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 都市整備部 道路河川課 

課 長 名 谷島 貴 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線２７３０ 
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令和６年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№20 目沢排水路調節池整備事業 新規 

予算額 ２８，０００千円 

事業の背景 

・目的 

目沢排水路流域内においては、局地的大雨（ゲリラ豪雨）等

により道路冠水が発生しているため、治水対策が必要である。 

このため、令和４年度に実施した「目沢排水路流域調査」に

基づき、治水対策事業を計画的に実施し、道路冠水等の軽減を

図る。 

事業の概要 

令和６年度は、目沢排水路流域内における治水対策として、

調節池を整備するための詳細設計、用地測量及び土地鑑定を 

実施する。 

【位置図】 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 都市整備部 道路河川課 

課 長 名 谷島 貴 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線２７３０ 
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令和６年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№21 駅東口整備事業 継続 

予算額 ５０，２１５千円 

事業の背景 

・目的 

 

桶川駅東口周辺は、道路が狭隘であるため、駅を利用する歩

行者や自転車、送迎の自動車等が交錯している。この状況を解

消するため、「駅東口駅前広場」や「駅前交差点」等の整備を

進めながら、安心・安全で賑わいのある駅東口周辺地区を目指

す。 

 

 

 

 

 

事業の概要 

 

令和６年度は、「市道１１－１号線(駅前交差点付近)」の無

電柱化のための電線共同溝整備工事を実施する。 

 

【主な内容】 

○「市道１１－１号線」 延長：８０ｍ 幅員：２０ｍ 

・電線共同溝整備工事（北側）   ４７，０００千円 

 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 都市整備部 駅東口整備推進課 

課 長 名 辻本 潤一 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線２７２０ 
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令和６年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№22 愛宕東線整備事業 継続 

予算額 １３４，７１６千円 

事業の背景 

・目的 

愛宕東線の全体計画延長１，０８０ｍのうち約８８０ｍが土

地区画整理事業により平成３０年度に完成した。 

市施工区間について計画的な整備を行う。 

【整備の概要】 

・整備箇所：桶川市大字下日出谷地内 

・計画延長：約２００ｍ 

・計画幅員：１２ｍ 

・事業期間：令和４年度～令和１０年度 

 

事業の概要 

令和６年度は、愛宕東線を整備するための事業用地取得を実

施する。 

【位置図】 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 都市整備部 市街地整備課 

課 長 名 瀧本 哲 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線２７９０ 
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令和６年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№23 

都市計画マスタープラン・立地適正化 

計画策定事業 

継続 

予算額 ２５，７４０千円 

事業の背景 

・目的 

現在の「都市計画マスタープラン」が令和７年に目標年次を

迎えることから、当市の現況及び社会情勢の動向を把握し、都

市の将来像を踏まえた都市計画を定めるため、「都市計画マス

タープラン」を令和５年度から令和６年度までの２年間で策定

する。また、人口減少及び少子高齢化に対応した持続可能な都

市政策に資する、コンパクトな都市構造の形成をより一層進め

るために、都市機能を誘導する区域を定める「立地適正化計画」

を併せて策定する。 

事業の概要 

 

令和６年度は、令和５年度に実施した現行計画の分析・評価

や市民アンケートなどによる都市づくりの課題整理の結果を

踏まえ、都市計画マスタープランについては将来都市像や全体

構想、地域別構想などを、立地適正化計画については都市機能

誘導区域や誘導施策などの検討を行い、両計画を策定する。 

 

 

【主な内容】 

 ○都市計画マスタープラン等策定委託 ２５，７４０千円 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 都市整備部 都市計画課 

課 長 名 朝香 学 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線２７１０ 
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令和６年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№24 河川浚渫
しゅんせつ

推進事業 継続 

予算額 ２６３，０００千円 

事業の背景 

・目的 

昨今の台風等に伴う河川氾濫による大規模な浸水被害が相

次いでいる中、維持管理における河川等の浚渫（堆積土砂の撤

去等）が重要視されている。  

国では地方公共団体が緊急かつ集中的に浚渫事業に取り組

み危険箇所を解消できるよう、緊急浚渫推進事業制度を創設し

た。 

これを受け当市では、浚渫事業を計画的に実施し、河道の流

下能力を確保し、浸水被害等の軽減を図る。 

事業の概要 

令和６年度は、江川流域水路及び宮ノ脇調整池、小針領家排

水路、小在家排水路の浚渫工事を行う。 

【位置図】 

 
 

問
合
せ
先 

担 当 課 都市整備部 道路河川課 

課 長 名 谷島 貴 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線２７３０ 

 

小在家排水路 

江川流域水路 

宮ノ脇調整池 

小針領家排水路 
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令和６年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№25 体育館空調設備整備事業 継続 

予算額 ３３３,３５８千円 

事業の背景 

・目的 

 

昨今の記録的猛暑などに鑑みて、安全性を備えた安心感のあ

る快適な教育環境を実現するため、市内全ての小・中学校体育

館に空調設備の整備を行う。また、指定避難所であることから、

誰もが安心・安全かつ快適に利用できるように学校施設の防災

機能の強化を図る。 

事業の概要 

 

令和６年度は、令和５年度において調査、設計を実施した小

学校３校について工事を実施する。 

 また、中学校４校において体育館空調設備整備のための設計

を実施する。 

 

【主な内容】 

 〇体育館空調設備整備工事  ３０１,８５８千円 

  ・桶川東小、日出谷小、朝日小にて実施 

 

 〇体育館空調設備工事監理委託 １３,５００千円 

  ・桶川東小、日出谷小、朝日小にて実施 

 

〇体育館空調設備設計委託   １８,０００千円 

  ・桶川中、桶川東中、桶川西中、加納中にて実施 

  

問
合
せ
先 

担 当 課 教育部 教育総務課 

課 長 名 武藤 聡 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線３１１０ 
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令和６年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№26 部活動地域移行検討協議会設置事業 新規 

予算額 １６１千円 

事業の背景 

・目的 

 

中学生のスポーツ・文化芸術等に親しむ環境を、学校単位で

の活動から地域単位での活動へ移行し、少子化の中でも、将来

にわたり継続して本市の子どもたちがスポーツ・文化芸術等に

親しむことができる機会を確保する必要がある。 

部活動について、学校教育関係者等と連携しつつ、ニーズに

応じた多様な活動ができる環境の整備を図るための協議を進

める。 

 

事業の概要 

 

 市内中学校における「休日の部活動の地域移行」の段階的な

実施に向け、整備方策等について検討するため、関係課と関係

団体が連携した協議会を設置し、効果的な地域移行に向けた方

向性について協議する。 

 

【主な内容】 

 ○部活動地域移行検討協議会委員報酬等 １６１千円 

   （４回実施を予定） 

問
合
せ
先 

担 当 課 教育部 学校支援課 

課 長 名 田嶋 貴子 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線３１３０ 
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令和６年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№27 適応指導事業 拡大 

予算額 ４,１６６千円 

事業の背景 

・目的 

 

不登校や個別の配慮を要する児童生徒数は増加傾向にあり、

様々な背景から個別対応の必要性も増加している。 

不登校対策である適応指導教室「けやき教室」の実施個所を

増やし、利用しやすい環境を作ることにより、不登校児童生徒

の支援の拡大を図る。 

 

事業の概要 

 

駅東側の地域福祉活動センターにおいてサテライトの「けや

き教室」を開室するとともに、適応指導教室の指導員の勤務日

数を増加し、不登校児童生徒への支援の拡大を図る。 

 

【主な内容】 

 〇適応指導教室の指導員の配置  ３,４７８千円 

  ・指導員の勤務日数の増加 

 〇適応指導事業           １０２千円 

 〇教育相談事業           ５８６千円 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 教育部 学校支援課 

課 長 名 田嶋 貴子 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線３１３０ 
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令和６年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№28 食育・地産地消推進事業 新規 

予算額 －   千円 

事業の背景 

・目的 

 

学校給食に地元産農産物を使用することは、地域への理解を

深め、地域への興味・関心につながり、また、児童生徒が地元

の生産者の努力や、食に関する感謝の気持ちを育む上で、重要

な取組である。 

今後、地元産農産物の利用を拡大することで、学校給食に彩

りを加えるとともに、地産地消の推進に資することを目的とし

て、「（仮）桶川給食の日」を実施する。 

事業の概要 

 

令和６年９月以降、毎月１回、新たに「（仮）桶川給食の日」

を設け、学校給食の献立の一部に桶川産農産物を使用した献立

を提供する。 

  

【主な内容】 

 〇桶川産農産物を使用した献立の提供（参考例：桶川産ジャ

ガイモを１００％使用したカレーライスなど） 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 教育部 教育総務課 

課 長 名 武藤 聡 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線３１１０ 
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令和６年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№29 

桶川サン・アリーナ（サブアリーナ）暑さ  

対策事業 

新規 

予算額 ４,０９９千円 

事業の背景 

・目的 

 

サブアリーナの屋根は膜構造のため、特に近年における夏季

の暑さの影響を受けている。そのため、夏季においても快適に

サブアリーナの利用、スポーツ活動ができるように、暑さ対策

を実施する。 

 

事業の概要 

 

 令和６年度は、空調機設置の可能性の調査を実施する。  

 また、空調機設置までの間、当面の対応として冷風機の設置

を行う。 

 

【主な内容】  

 ○サブアリーナ空調設置検討委託 ３,３００千円 

 ○冷風機借上料           ７９９千円 

 

 

 

 

 

問
合
せ
先 

担 当 課 教育部 生涯学習・スポーツ推進課 

課 長 名 園田 隆一郎 

電  話 ０４８（７８６）３２１１  内線３１７０ 
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令和６年度 当初予算案主要事業の概要 
 

№30 川田谷生涯学習センター等外構整備事業 継続 

予算額 １５９,０２０千円 

事業の背景 

・目的 

 

川田谷生涯学習センター及び農業センターの老朽化に伴う

改修工事が終了した。両施設及び、隣接する道の駅に、一体

性を持たせるため、外構を整備する。 

事業の概要 

 

令和５年度実施の外構設計委託に基づき外構整備工事を施

工する。 

 

【主な内容】 

〇事業費         １５９,０２０千円 

（内訳） 

  ・外構工事       １４７,０００千円 

  ・工事監理委託       １,０００千円 

  ・仮設駐車場整備工事    １１,０００千円 

  ・その他の経費               ２０千円 

問
合
せ
先 

担 当 課 教育部 文化財課(歴史民俗資料館) 

課 長 名 藤沼 昌泰 

電  話 ０４８（７８６）４０３０ 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       
 
 

桶 川 市 


